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平成３０年１１月１５日発行 

 

ほうごく第６号 

簡易会報 

発行/事務局 

奈良市菅原町６８０－１

０ 

理事長 増田 政章 

ご挨拶                    

 

 

 

 

 

 

最近、マスコミ等で、相続が争続にならないうちに、「早めに遺言を書きましょう」

という声を耳にしたり、文章が目に入ります。また、遺言も書かずに、認知症になって

しまう親が多いと聞きます。一体全体、どうしてでしょうかと不思議に思います。 

「うちの子供たちはそんな相続でケンカなんかしないよ」とか、「遺言書くほど財産な

んて、ないから」とか、もっとすごいのが、「おれが先に死んだら、カミさんがなんと

かしてくれるから」とか・・・。先日、ある会合に出席した時の、私より年配のオトコ

達の会話です。とにかく、今のうちに、相続のことを考えてみてくださいと、弁護士の

肩書のある名刺を渡したら、そんなのいらないと返還したオトコもいました。 

いま、日本の裁判所は相続の調停・裁判で大変です。この世で相続の手当てをしない

で旅立った親はあの世（？）で何を感じていますでしょうか？旅立は、全てのものを手

放すことです。そのままに放置して逝くことは、手放さず、自分の財産（？）（執着）

を持参することになります。自分に執着しているのか、家族とのコミュニケーションが

ないのか、面倒くさいのか、放置する理由はそれぞれにおいて異なるでしょう。 

人生、１００年の時代です。ほとんどの高齢者は、１００歳まで長生きはしたくない

と言います。家族（他者）に迷惑をかけたくないからというのが理由です。本当でしょ

うか。長生きすると、迷惑をかけるのが当たり前です。それをどう理解するかです。赤

ちゃんは生まれてから、オムツをしてずっと迷惑をかけて生きています。赤ちゃんに誰

か文句を言う人がいますか。赤ちゃんの笑顔に感謝するからです。高齢者もオムツをし

て迷惑をかけて生きていきます。同じではないですか。生きていくか、死んでいくかの

違いです。いままで、一生懸命に生きてきたので、ありがとうという、感謝の気持ちで

旅立ちのお手伝いをするのがこの「ほうごく」の設立の趣旨です。 

おやじやおふくろとのコミュニケーションが大切です。コミュニケーションをとるに

理事長 増田 政章 
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はどうしたら良いのでしょうか。皆さんで考えてみませんか。そのアイデアを発信して

いきましょう。幸い「ほうごく」には、シニアアドバイザーの資格を持っている会員が

います。一つの案ですが、「おれ（父）は、今、これだけの財産がある。お前（子）に全

部まかせるから、これから、面倒みろ！」というのはいかがですか。これは民事信託（い

わゆる家族信託）です。最近、認知症の人たちとの出会いで実感するとこです。認知症

になる前に、すこしだけ考えてみたいです。今、６５歳以上の高齢者の７人に１人が認

知症です。さて、つぎは誰の番ですか？ 

 

役員構成 （平成３０年４月１日～平成３２年３月３１日） 

理事長 増田 政章    監事  田坂 良則 

 理事 増田佳緒理   國分 圭子    上農 一美   村上エミ子            

           三尾 伸吾    木田 集   野田 成 

 

平成３０年度 ＮＰＯ法人 ほうごく 総会・研修会開催報

告 

平成３０年度ＮＰＯ法人「ほうごく」総会・研修会が、５月１３日(日)１３時～１７

時、東大阪市にある近畿大学本校の E キャンパス C 館・法学部教室で開催されました。 

先ず、司会者より本会の会員総数７５

名（５月１３日現在）、出席者は本人出席

（１５名）及び委任状（３７通）を含めて

５２名であり、本総会は定款の要件の定

足数（会員の３分の１）を満たし成立し

た旨の報告が行われました。最初に理事

長の挨拶がありました。審議に入るまえ

に、平成３０年度総会は会員である三尾 

伸吾さんを議長に選任しました。書記は

増田佳緒理さん、議事録署名者は関本 典

子さん、渡辺正さんが理事長より指名されました。 

 

総会（１３：００） 

Ⅰ報告事項 平成２９年度事業報告 平成２９年度収支報告 

平成３０年度事業計画(案) 平成３０年度収支予算(案) 
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Ⅱ審議事項 役員改選の件 

      お一人様ケア（アンケート集計からの問題について） 

      その他第二部  

講演会（１４：００） 

「仏教の話し」                     

 講師・遍満寺 河野 清麿 

 

講演者は、大阪市西淀川区姫島４－８－１に所在する 浄土真宗 遍満寺 住職 河野

清麿師です。 

やさしい風ぼうのお坊さん。第一声、「皆さん、死んだらどこへ行くと思いますか」。

会員一人ひとりに質問です。「天国です」、「あの世です」、「浄土です」・・・という回答。

参加している中にクリスチャンはいないのですが、「天国」という答え。大爆笑。こん

な会話の内に、講演が始まりました。 

皆に平等にやってくる「死」や日常の仏教（仏様）とのかかわりあいを、対話をしな

がら楽しく、やさしく説いていただきました。感謝。 

「お一人様のケア」を目的とする「ほうごく」の趣旨にマッチしたお話でした。こん

なお坊さんに、最期のお世話になれたら幸せという思いが残りました。機会があれば、

また講演をお願いしたいです。 

これからの「ほうごく」の活動、お一人様の終活のお手伝いをしていただくことを約

束していただきました。一番の収穫でした。 

講演後の懇親会にも参加していただき、会員とのコミュニケーションとれました。「ほ

うごく」の益々の発展を祈願していただきました。深謝。 
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（TEL：０６－６４７１－００９６、Mail:arigato10matane@gmail.com） 

研修会（１５：３０） 

Ⅰ「お一人様の財産と民事信託」          

講師・増田 佳緒理 会員 

 

１．民事信託（家族信託）について 

民事信託（家族信託）とは、委託者が自分の持っている財産を信頼できる人「受託者」

に託して、受託者によって管理された財産や運用益を受益者に渡すという目的を達成す

る方法である。従来、財産を守るためには成年後見制度、遺すためには遺言や相続が一

般的であったが、これらの制度では解決できない問題があり、この問題を解決するため

に生まれたのが民事信託である。 

民事信託を行うためには、委託者と受託者が信託目的を決め、信託財産の管理処分方

法と受益者を決めて契約締結する信託契約が一般的である。 

 

２．民事信託を行うべきメリット 

（１）通常の遺言では対応できない細かい要望に対応可能 

（２）成年後見では対応できない財産管理の要望に対応可能 

（３）不動産の共有に伴うリスクの回避 

（４）委託者の意思が１００％受け継がれる 



- 5 - 

 

（５）複数回の連続信託が可能 

 

３．事例 

 

※ ほうごくでは、受託者になり財産の管理・運用を行うこと、または、家族・親族間

での民事信託契約を結ぶお手伝いもいたします。興味のある方は、ほうごく会員ま

でご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ「民法改正に伴う商法のとらえ方」 

                                        講師・増田 政章 会

員 

 

初めに、民法の債権法が改正されましたことを報告

します。この改正に伴い、商法も改正される点があり

ます。その主たる事項を示します。特に、注目すべき

点は、約款に関する規定が設けられたということで

す。約款については、法律でもないのに、なぜ、裁判

所は企業が作成した約款に基づいて裁判をするのか

という問題を解決しました。 

 

（一）約款 

定型約款はどのような条件があれば、契約の内容になるか（民法５４８条の２）、相

手方と個別の合意がなくとも、その内容を変更できるか（民法５４８条の４）および定

型約款が表示されなかった場合に、どのような効果は発生するか（民法５４８条の３）

などについて規定しています。 

（二）保証人の保護 
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（１）極度額の定めのない個人の根保証契約は無効になる。 

個人が根保証契約を締結する場合、保証人が支払いの責任を負う金額の上限となる

極度額を定めなければ、保証契約は無効になる。 

（２）公証人による保証意思確認の手続をとらなければならない。 

個人が事業融資の保証人になろうとする場合に、公証人による保証意思確認の手続

き（保証意思宣明公正証書の作成）をとらなければならない。これは、代理人に依頼

することはできず、あくまで保証人になろうとする者本人が公証人の面前で保証意思

を述べなければならない。 

（三）法定利率 

契約の当事者間で、貸金等の利率や遅延損害金に関する合意がない場合に適用され

る法定利率は、年３％である。法定利率が市中の金利動向と懸け離れたものにならな

いようにするためにものである。 

（四）消効消滅 

消滅時効期間を原則５年とし、債権者が、自分が権利を行使することを知らなかっ

たときには、権利を行使することができる時から１０年になります。 

終わりに 

改正民法は、２０２０年から施行されます。実務は、今、準備中です。明治時代の

発想が、現代風になるのでしょうか。 

 

総会時懇親会開催報告 

総会・研修会終了後、難波「月日亭」にて１８時より懇親会が開催され１９名の方に

参加していただき交流と懇親の輪を広げることができました。 
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卒業記念日帰りバス旅行報告 

大好評ほうごく「卒業記念日帰りバス旅行」を企画しました。 

平成３０年３月２５日(日)上本町ハイハイ北側８時２０分、ほうごく会員、増田

会、その家族、１８名集合し、貸切バスにて「城下町出石」旅行をしました。ほうご

く会員の大西章夫さん、日置大介さんが卒業されました。宗鏡寺他（辰鼓楼・酒蔵・

出石・永楽館）散策 昼食は「ドライブイン出石」にて名物の出石蕎麦をいただきま

した。道中バス車内では増田先生を囲んで楽しくお話して盛り上がりました。 
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交流会＆イベント 

≪上農会員の料理教室＆江頭会員ミニギターライブ≫ 

平成２９年１１月３日（祝）１１時３０分～、田坂会員のマンション「ほうごく菖蒲

池分室」にて開催いたしました。増田先生の故郷・北海道で育ったジャガイモ・里芋を

使って料理しました。江頭会員のギターを聴きながら美味しくいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

≪奈良・伏見まつり≫ 

平成２９年１１月１１日（土）１０時～１２時 伏見小学校の運動場にて、屋台「タ

マゴドック・ココア」の販売、江頭会員のギター演奏、無料法律相談を行いました。 

タマゴドックは大好評で３５０個完売しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ほうごく忘年会≫ 

平成２９年１１月２６日（日）１８時～２１時 上本町ハイハイタウン「杯杯天山閣」

にて忘年会を行いました。各自５００円相当のプレゼントを持ち込んで、プレゼント交

換をしました。２５名の参加で楽しい時間をありがとうございました。 
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一口集（会員からのお便り） 

 

「行政書士事務所開設の雑感」 

                            山尾 茂 会員 

 

和歌山市役所を退職して行政書士事務所をひらいた。法律が必

要だったので、近畿大学通信教育部法学部で科目履修生として４

年で１００単位以上取得した。合格するに越したことはないが、

法律知識がレベルアップして、行政書士として適切なアドバイス

ができたらと思って資格試験も受験した。 

私は思春期に人権問題で悩んで挫折した。自分の悩みを解決す

るために人間平等という人権意識を確立して挫折を突破した。私

が今あるのは挫折があったからであると思う。今絶好調である。

仕事とか社会生活で「相手を認めて一生懸命生きる」「天命」「人を相手にせず天を相手

にする」「罪を憎んで人を憎まず」「自然体」「人と合う合わないは理屈ではない」「白（味

方）にできなくても黒（敵）にする必要がなく灰色（味方でも敵でもない）にする方法

もある。」「納得できる生き方をする」「敬天愛人」等の言葉を認識して自分を磨いて人

権意識を確立し挫折を乗り越えた。 

行政書士事務所でよろず相談をしている。お話を聴いて、悩んでいる人とか苦しんで

いる人から社会の指導者までアドバイスできたらと思う。もちろん法律相談にも応じて

いる。増田先生と同じようにスピリチュアルケア師を得て、緩和ケアとか対人援助もし

たい。 

その人の歴史を見ればその人の未来を読めるという。 

行政書士事務所のよろず相談を通じて、挫折した人々が住みやすい世の中を作るため

に自分の経験を活かして自分を磨き、社会に貢献することが私の天命かもしれない。 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

「ありがとう、わが村祭り」  

江頭 千治 会員 

 

平成最後の南河内・錦織神社秋季大祭を無事終了することが出来ました。 

子供の頃から、他の地区とはまた違った「南河内の秋祭」、その中でも「お

らが秋祭が一番じゃい！」と意気込んで、太鼓を叩き、歌を歌い、あと 3ヶ月

で 61歳というところまでやっているなんて、考えたこともなかった。 
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一時離れたこともあったけど、子供を連

れて父親のやっていた祭を見せることで再

び火が点いて、また「横しゃくり」の肩に

食い込む横枠の丸太の木の香りを心地よく

思いながら「チョーサージャー」「ヨッサ

イコーラァー」というこの地区独特の掛け

声に合わせて汗を滴らせ、また音頭を取る

ために、おらが村・宮甲田自慢の大太鼓を

体をぶつけるように力を込めて叩き、ひた

すら「地べた」だけを見て前綱を握って懸

命に走って坂道を登り… 

気がつけば息子も青年団の法被を纏い、

そして卒業して去年からは同じ OB会「宮

若会」の法被を着てともに合図を送りなが

ら、時には大太鼓・小太鼓を「親子太鼓」として、特に本年度は宮入り・宮出

しともに「父・大太鼓、子・小太鼓」としてさせていただけたことは、感無量

なものがある。 

わが町でも屈指の「祭馬鹿」であった四つ後輩だった同志は今年「遺影」と

して「参加」、彼の家の前では地車を停めて彼の好きだった歌を歌う間、力と

心を込めて太鼓を叩き、走馬灯のように蘇る彼のことを振り返りながら、汗と

それ以上の涙を迸らせた。 

小さい頃から「金魚のフン」の如くついて回っていた三人の「にいちゃん」

が町会三役、とりわけ厳しく、それ以上に暖かく OB会に招き入れてくれた

「にいちゃん」が総括責任者であった今年こそ、私にとっても最高の「引き

際」として臨んだ、平成最後の秋祭…。 

やり切ったあとは、いつもの「虚脱感」ではなく、やり切った充実感で、終

了翌日である本日は目が覚めた。 

一足違う、わが町の「だんじり祭」、 

いわば亡き母の味と同じく、私自身にとっては

生涯一番の「だんじり祭」として、自信を持っ

て語り継いでいくのだろう。 

ありがとう、わが村祭り、宮甲田。 

で、何事もなかったかのように、時間は常に進

んでいく、幕が降りることは永遠になく、たと

え自分が燃え尽きてしまっても、仲間の中で永

遠に生き続ける。 
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「奈良・伏見まつり」 

                              増田 佳緒理 会員 

 

平成３０年１１月３日(土)１０時～「伏見小学校運動場」にて伏見まつりが開催されまし

た。今年度もほうごくは「ホットドッグ・ココア・ギター演奏・法律相談」の屋台をだしま

した。お手伝いに来ていただいた皆様、お疲れ様でした。おかげさまで、ホットドッグ３５

０個、飲み物３５０杯が売れました。ありがとうございました。今年初めてホットドッグを

売りましたが、保健所の指導により「物をはさむ」というのが問題らしく、来年は又、何を

販売するか考えなくてはなりません。皆様、良いアイディアお待ちしています。 
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ほうごく「料理教室」平成 29 年 11 月 3日 

上農 一美 会員 

 

 

①増田先生のジャガイモ「じゃがいもポタージュ」 

 

≪材料≫ 

じゃがいも・・・・中２個 

たまねぎ・・・・・１/２個 

水・・・・・・・・３００ｃｃ 

牛乳・・・・・・・１８０ｃｃ 

生クリーム・・・・・２０ｃｃ 

チキンコンソメ・・・１個 

バター・・・・・・・１０ｇ 

塩こしょう・・・・少々 

クルトン 

 

作り方 

①たまねぎは薄くスライス、鍋にバターでしんなりと炒め水とチキンコンソメで煮込む。 

②じゃがいもは皮をむいて小さく切ってラップしてレンジで３分チンする。 

③②のじゃがいもを①の鍋に入れて１０分くらい煮込む。 

④じゃがいも・たまねぎが柔らかくなったら火を止め牛乳をいれブレンダーでかくはん。 

⑤再び温め、塩こしょうで味を調え盛り付け、生クリームとクルトンを飾る。 
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②増田先生の里いも＆じゃがいも「里芋の和風サラダ」 

 

≪材料≫ 

里芋・・・・・・・ 

じゃがいも・・・・ 

レッドたまねぎ・・１/２個 

玉子・・・・・・・３個 

人参・・・・・・・１/３本 

きゅうり・・・・・１/２本 

ベーコン・・・・・・50ｇ 

レタス・プチトマト 

 

みそ・・・・・・・・大さじ１ 

マヨネーズ・・・・・大さじ５ 

塩こしょう・・・・・少々 

削りぶし 

 

作り方 

①じゃがいもは皮をむいて２㎝の角切り、人参は１㎝の角切り、里芋は皮に包丁を入れ

ておく。レッドたまねぎはスライスして水にさらす。きゅうりは種を取って 1.5 ㎝の角

切りにして軽く塩をする。ベーコンは刻み、玉子はゆでて刻む。 

みそとマヨネーズはよく混ぜておく。 

②じゃがいもはひたひたの水から茹で沸騰して５分たったら人参くわえもう５分茹で

る。柔らかくなったら湯を捨て、火にかけ水分を飛ばす。焦がさないよう。冷ます。 

③里芋も別の鍋で水から１５分ほど茹で、サッとくしが通ったら火から下ろし冷まして

皮をむいて、１㎝角に切り②のじゃがいもに混ぜる。 

③じゃかいも・人参・里芋が混ざったものに軽く塩こしょう、ゆで玉子の刻んだもの、 

刻んだベーコン、水分をよく切ってしぼったレットたまねぎ、水分をとったきゅうりに、 

みそ入りマヨネーズで和えて、レタスをひいた器に盛り付ける。かつお削りぶしを天盛

りする。 

 

 

 

 

 

合わせて約 600ｇ 
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いろいろ募集 

ほうごく会員相互の絆・親睦を深めるため、いろんな係りを募集しています。例えば日帰

り研修として、美術館や博物館、工場の見学。レクリエーションとして、ハイキングやウオ

ーキング。食事会・呑み会。カラオケ etc・・。ぜひ何か企画して声を上げてください。 

 

  

  

 

 

 

 

会報の原稿も募集しています。一言から４００文字程度、写真等もあれば送ってくださ

い。原稿の内容は自己紹介・近況報告・ほうごくについてなど何でも結構です。 

上農パソコンアドレス qq7x5xgb9@extra.ocn.ne.jp 

 

交流会などの予定 

◎秋の酒蔵祭 

   平成３０年１１月２３日（日）１０時～  「北庄司酒造店」 

大阪府泉佐野市日根野３１７３ 

JR阪和線「日根野」駅から徒歩約１５分  

１０時前に現地の正面入口に集合（JR天王寺発８:43→JR日根野９:17、） 

 

◎ほうごく新年会 

   平成３１年 ２月３日（日）１８時～ 会場未定 

   会費：5,000円 

 

     

※ 参加ご希望の方は上農会員まで連絡ください。０９０－９９８９－０６０２ 

 

このような開催スケ―ジュールは、ほうごくホームページで連絡しています。 

ホームページで情報交換や意見交換ができます。また近況報告なども書き込んで下さい。 

ホームページは、杜 会員が作ってくれました。 

ほうごくホームページ http://npo-hougoku.org/  (パスワード hougoku 23121) 

  

http://npo-hougoku.org/
http://azukichi.net/season/etc/picnic006.html
http://www.irasutoya.com/2012/11/blog-post_4766.html
http://4.bp.blogspot.com/-Ek-OSnHz7Bc/VbnRdEG_LnI/AAAAAAAAwLw/gyXElr4n0uI/s800/cooking_ryouri_oyako.png
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ほうごくグループラインのお願い 

スマートフォン、パソコンをお使いの方はぜひ「ほうごくグループライン」にお入り

ください。ラインに登録してもよい方はご連絡ください。無料アプリです。 

会員の情報交換、近況報告、催しの連絡、写真も送ることができ大変便利です。 

 

 

 

編集後記 

皆様、いかがお過ごしでしょうか。２０１８年は猛暑、地震、台風と自然災害が続

きました。被害に遭われました方に心からお見舞い申し上げます。 

大自然の力に人間は勝てないこと、でも人は仲間がいれば強く生きれることをつく

づく感じました。 

会報「ほうごく」はこれからも会員の皆さんで作っていきたいと思います。 

ご意見、アイディアをお待ちしています。 

会報編集委員  上農 一美  

◆年会費の送金についてお願い 

３０年度の会費納入をお願い致します。 

「年会費」  定款 附則６  年会費５０００円 

「納入方法」 

① 振替口座・番号：特定非営利活動法人ほうごく・００９７０－１－１７１３００ 

② 銀行振込：ゆうちょ銀行・総合口座・トクヒホウゴク 番号・２４０８８８６１ 
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